
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（長野地域） 

令和３年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名  Eバイクを使った鬼無里観光まちづくり事業 

事業主体 

（連絡先） 

鬼無里観光振興会 

 TEL026－256-3188 

事業区分 （６）産業振興、雇用拡大（ア特色ある観光地づくり） 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費  1,443,642円（うち支援金：1,023,000円） 

 

①まちづくり実践者の増加 

②交流人口の増加 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

新たな観光ツール、観光資源とし

てハードについては計画どおりに

整備ができたが。レンタル事業に

ついては利用者が伸びなかった 

【活動の様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目
毎に記載すること。 

①参加者からは自転車使用者の視点で今まで知らなか

った地域の良さ（景観スポット）等を発見することがで

きたとの意見が寄せられた。また家族やサイクリング仲

間で伝えていただくことで協力者が増えた。 

②ワークショップ、モニターイベントはコロナ禍のため

大人数での開催ができず、またレンタサイクルを利用す

る観光客との交流人口も微増であった。 

個人やグループのなどの少人数の観光客に対する利

便性を高めるために eバイクを導入し、レンタサイクル

事業を開始した。 

また、鬼女紅葉伝説ゆかりの地を巡るモデルコースを

モニターイベントやワークショップでの検討を経て設

定をした。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

開設したサイクリングコースを PRするため、サイクリングマップを作成する。また、同じく

鬼女紅葉伝説のある戸隠地区内のコースづくりをしていく。 

また、レンタル用 eバイクの台数を増やし、さらに家族や少人数単位で利用がしやすいように

していく。 

将来的には、サイクリング等のイベントを地区内の宿泊施設等と連携して開催し、グリーンシ

ーズンにおける交流人口の増加につなげていきたい。 



（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（長野地域） 

令和 3年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 戸隠地区ユニバーサルツーリズム推進事業 2021 

事業主体 

（連絡先） 

一般社団法人戸隠観光協会 事務局 

026-254-2888 

事業区分 産業振興、雇用拡大に関する事業 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 4,010,210円（うち支援金：2,844,000円） 

（活動写真） 

① 外国人旅行者への案内拡大 

② オーバーツーリズム解消 

③ 脱炭素へ向けた Eバイク普及 

④ 通訳ガイドの育成 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

・各事業の実施により、戸隠の更な

る魅力の発信・長期滞在実現・環境

に配慮した観光への取り組みへの

一歩を踏み出せた。 

【マップ制作】

作      】 

  【目標・ねらい】 

 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目
毎に記載すること。 

①英語版HPの閲覧数 3/2現在 206。更なる PRを行う。 

②中心観光地である、中社・宝光社地区以南の里山のル

ー開拓を行い新たな立ち寄りスポットを構築できた。 

③Eバイク本体とマップの制作により、環境に配慮した

コンテンツの提供を実現できた。地域より、試乗の要望

も出てきており対応していきたい。 

④通訳ガイドを 3名育成したことで、戸隠の文化(忍者、

蕎麦など)・歴史に関心のある外国人旅行者への体験コン

テンツの構築ができた。 

様々な理由で旅行を楽しむ事が困難な、いわゆる旅

行弱者(障害者、言語の面で外国人)の旅行（ユニバーサ

ルツーリズム）に対し、英語版の HP制作や通訳ガイ

ド育成を実施。また、環境への負荷軽減を目的とし、E

バイクの普及及び中心観光地以外の魅力的なスポット

を開発した。 

・英語案内板の設置  R3/11/15 

・Eバイクルート開発  R3/7/7、8/30、8/31，10/28 

・通訳ガイド育成    R3/7/27、9/7 

・英語版HP公開  R4/3/1 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

・アクティビティーな外国人旅行者の誘致を、戸隠地域として行って行きたい。その為に、E バイクで田園風景やそば畑が広

がる里山サイクリングツアーなどを実施し、神社・そばといった中心観光地以外の魅力を体験してもらう。また、インバウン

ド向け旅行会社と連携し、育成した通訳ガイドを使った企画ツアーを実施し長期滞在を実現させたい。5 年後には E バイクを

15台程度に増やし、戸隠オリジナルボトルの普及等含め、脱炭素に向けた環境への取り組みを強化したい。 

 

 

 





（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（長野地域） 

令和３年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 
 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

① 新型コロナウイルス感染拡大により灯明まつり期間

中のツアーは催行できなかったものの、イルミネー

ション期間中にモニターツアーを開催し、今後商品

化を行ううえでの課題を抽出できた。 

また、ファムトリップを開催したことで、インバウ

ンドを専門に扱う旅行会社と令和５年度からの商品

化に向けて協議を進めることができた。 

② 町内住民や観光関連団体と研修会を開催し、インバ

ウンド受入れ対策について具体的に議論できた。ま

た、感染症対策を講じたバスツアーを実践し、with
コロナ時代の「新たな観光様式」に対応する誘客の

在り方を検討できた。 
 
 
 

今後の取り組み 
 

 
 
 今年度のモニターで抽出した課題を踏まえ、商品を更にブラッシュアップさせ、令和４年

度に再度検証を行う。また、継続的に実施することで、安定的に誘客が見込めるかについて

も検証する。また、今年度実施した際の記録を、広報等で使用し今後の誘客に活用する。 

 引き続き、町内でのインバウンド受入れの機運醸成と受入れ体制の確立に取り組むととも

に、商品化について旅行会社と協議を進め、令和５年度からの一般商品化を目指す。 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

事業名 外国人旅行客向けの観光ルート開拓事業 
事業主体 

（連絡先） 
善光寺表参道イルミネーション実行委員会 
（長野市観光振興課インバウンド・国際室：026-224-8316） 

事業区分 (6)産業振興、雇用拡大に関する事業 ア特色ある観光地づくり 
(8)その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト 
総事業費  1,360,880 円（うち支援金：1,088,000 円） 

（活動写真） 

①周遊ルートの開拓 
②おもてなし機運の醸成と感染症

対策の啓発・実践 
 

※自己評価【A】 

【理由】 
・白馬地域と善光寺・松代地域を繋

ぐツアー商品の造成に向け、課題

の抽出と旅行会社との協議を進め

ることができた。 
・with コロナ時代の「新たな観光様

式」に対応する誘客の在り方を検

討できた。 

【モニターバスツアーの様子】 

 【目標・ねらい】 

入込客数の落ちる冬期間において、白馬地域から善光

寺・松代地区へのインバウンド誘客を図るため、下記事

業を実施した。 
・モニターバスツアーの開催：12 月 25 日、26 日 
 計 15 名参加 ※灯明まつり期間中は中止 
・新型コロナウイルス感染症対策兼おもてなし研修会の

開催：11 月 12 日 長野市松代支所 約 20 名参加 
・おもてなしコンシェルジュの設置：12 月 25 日、26 日 
・ファムトリップの実施：9 月 22 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（長野地域） 

令和３年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 地域密着型交通システム（シェアサイクル）の構築支援事業 

事業主体 

（連絡先） 

千曲市 経済部 観光交流課 

026-273-1111（内線 3293） 

事業区分 （6）産業振興、雇用拡大（ア 特色ある観光地づくり） 

事業タイプ ソフト 

総事業費 6,000,000 円（うち支援金：4,324,000 円） 

 

①ｼｪｱｻｲｸﾙの本格導入を見据えた需要把握 

②ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ推進に資する自転車利用の促進 

③自転車活用による地域活性化・QOL の向上 

④しなの鉄道沿線地域（上田市）との連携 

※自己評価【 B 】 

【理由】社会実験の事業効果として、一定

程度の需要が把握できたこと、運営面での課

題等が確認できたことなどは成果であった。 

 ゼロカーボンに向けた取組については、一

方的な啓発等にとどまり、検証可能な効果ま

では得られなかった。 

【ポートに並んだシェアサイクル】 

 

 【目標・ねらい】 

 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目
毎に記載すること。 

 約半年間の事業において、シェアサイクルの利用者は

939 人、利用回数は 1,353 回であった。 

 また社会実験中に実施した利用者アンケートでは、シ

ェアサイクルがなかった場合の交通手段はマイカーと

回答した方が 36％であったことから、自動車からの乗換

需要があったことが確認できた。全体評価では、とても

満足、まあ満足、との回答が 75％であった。 

 市民アンケートでは、自転車利用によるメリットは？

との設問に対し、環境にやさしい、観光に便利、との回

答がともに 60％であった。 

全国でも導入例が増えているシェアサイクルについ

て、需要の把握や効率的な運営方法の検討を行った。 

自転車の活用は健康増進や環境負荷低減といった効果

が見込まれ、地域を周遊するツールの一つとしての可能

性も高いことから、当事業を実施した。 

令和 3 年 7 月から 12 月下旬の約半年間、シェアサイ

クル事業に取り組み、利用促進のための PR 活動や、地

域の住民・団体と連携したイベント等の実施、ゼロカー

ボンへの市民意識向上のための啓発活動にも努めた。 

また同時期に同事業を実施した上田市とも、毎月の定

例会により意見交換・情報共有を行った。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 市民アンケートで当事業の認知度が低かったことから、まず利用促進を図り、多くの市民・観光客に利用して

もらうことが必要。また要望のあったサイクルポートの増設やシェアサイクルの増台なども実施し、利用環境の

整備も進めていく予定。 

 ゼロカーボンに向けては、再生可能エネルギーを利用して電動アシスト自転車のバッテリーを充電するなど、

取組を検討し推進する。また市民意識向上のための啓発活動にも力を入れることが重要である。 

 引き続き上田市とも連携して事業に取り組む予定であり、日本遺産や千曲川サイクリングロードなどの観光資

源を活用した企画など、またしなの鉄道沿線市町村との広域的な取組も実施していきたい。 


